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シ

ア
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の
設
立

「大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
」
は
、
平
成

一
六
年
三
月
二
二

日
の
参
加
大
学
学
長
懇
話
会
に
お
け
る
創
設
の
確
認
以
降
、
計
二
回

の
準
備
委
員
会
と
計
九
回
の
担
当
者
レ
ベ
ル
の
幹
事
会
で
の
調
整
、
平

成

一
六
年
七
月
九
日
の
設
立
総
会
を
経
て
、
N
P
O
法
人
と
し
て
の

認
可
を
取
得
、
法
人
登
記
を
完
了
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
大
分
支

部
を
主
た
る
事
務
所
と
し
て

一
〇
月
よ
り
正
式
に
業
務
を
開
始
し
た
。

世
界
八

一
か
国

・
地
域
か
ら
約
二
、
八
〇
〇
名
の
留
学
生
を
抱
え
、

対
人

口
比
で
東
京
都
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
の
留
学
生
大
県
で
あ
る
地

域
特
性
を
活
か
し
た
総
合
的
な
留
学
生
関
連
施
策
の
構
築
と
こ
れ
ら

の
施
策
を
大
学
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
行

う
こ
と
が
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
の
趣
旨

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

・
住
宅
関

連

・
健
康

・
生
活
相
談
等
の
留
学
生
へ
の
生

活
支
援
事
業
、
「留
学
生
人
材
情
報
バ
ン
ク
」

に
よ
る
留
学
生
の
地
域
活
動
支
援
事
業
、
ス

ポ
ー
ツ

・
文
化
交
流
等
に
よ
る
学
生
と
地
域
と
の
交
流
事
業
、
留
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
就
職
支
援
事
業
、
留
学
生
の
日
本
語
能

力
向
上
と
主
に
小
中
学
生
の
異
文
化
理
解
の
向

上
に
か
か
る
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
将
来
的
に
は
日
本
人
学
生
も
含
め
た
単
位

互
換
や
語
学
能
力
向
上
等
の
大
学
間
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
事
業
化
を
研
究
し
、
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
日
本
学
生

支
援
機
構
か
ら
は
人
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

共
同
で
取
り
組
み
、
大
分
県
内
大
学

へ
の
学
生
支
援
業
務
を
効
果
的

に
行

っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一
〇
月

一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
開
設
式
典
で
は
、
大
分
県
内
の
学

生
と
大
学
関
係
者
、
文
部
科
学
省
、
日
本
学
生
支
援
機
構
、
大
分
県

知
事
、
別
府
市
長
、
大
分
県
内
経
済
団
体
、
報
道
各
社
等
関
係
者
約

三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
多
数
の
参
加
者
か

ら
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
に
関
す
る
大
き
な
期
待
が
表
明

さ
れ
る
と
と
も

に
、

参
加
各
大
学
の
留
学

生
に
よ
る
世
界
各
国

の
伝
統
芸
能
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
地
域
と

学
生
と
の
交
流
の
新

た
な
ペ
ー
ジ
が
開
か

れ
た
。

次号予告

特集◆国際化戦略と留学生交流

《巻頭》
人材の育成… 石 川憲一

《論文》

大学の国際化戦略と留学生交流
…二宮 皓～大学の 「国際力」 の開発 を求めて～

《事例紹介》

鳥取大学の派遣留学推進への取組

…

若 良 二

北海道大学における留学生支援の取組 …門田 公秀

《報告》

留学生受入れの概況 （平成16年 版） …独立 行政 法人
日本学生支援機構

《事例 紹 介 》

「外国人留学生の就職 に関するアンケー ト」の
あ い ち学 生支 援
コ ンソー シ ア ム

集計結果について 日本学生支援機構
名 古 屋 支 部

編 集 後 記

「ユニバ ーサル デザ イン （universal design）」 とい う用語 は、1990年 に アメ リカの ロ

ン ・メイスによって新 しく作 り出 され ま した。

高等教育 におけるユニバ ーサ ルデザイ ンとは、学生の多様化 に ともない、 よ り多 くの

学生が、 よ り学 びやすい大学等 を考 えるのに必 要不 可欠 な考 え方 であ り、 また、 これま

で は普通 だと思 われてい ることをもう1度 見 直す意識や気づ きを促 進 させる考 え方で あ

るとも言 えるで しょう。

本号 は 「障害学 生支援」 をテーマに特 集を組 み、各大学の現状 と問題点、取組 につ い

て ご寄稿い ただ きま した。

障害学生が支援 されるだけで はな く、 ともに学 ぶ場 としての高等教 育には、支援す る

学生 にも大 きな意義が ある と思い ます。

今回の特集 が大学等 のバ リアフ リー 、ユニバー サルデザ イ ン、支援教 職員 ・学生 に

よる障害学生支援 を考 える上での一助 となれば幸いです。


